
　【研究上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）
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近着中国書中の元代石刻を解題
紹介した。７p-９p

大仏殿で明治8年、9年から開か
れた博覧会での正倉院宝物の展
示についての資料展示。

雑誌連載　「中国を
読む、見る、集め
る」

1993年３月から連
載（月1回）

『北京トコトコ』 北京在住日本人対象の月刊日本
語フリーマガジンに、北京を中
心とした歴史文化事象を、モノ
やコトバを手がかりに紹介。本
年度執筆は、148回から159回(細
目は略）。

2007年10月14日～
11月30日

3  奈良大学博物館展
示「明治の正倉院
展」の展示企画（共
同）、解説執筆（一
部）

2007年10月

2　近着石刻関係書所
収元代石刻リスト４

2008年1月 『13、14世紀東アジ
ア史料通信』８

『京古本や往来 京
都古書研究会三十周
年 記 念 特 別 号
“紡”』

2007年12月 近年盛況な石刻史料研究である
が、石刻に関する基本的な史料
整理の基準、具体的には目録記
述の体例ができていないこと、
それがいかにあるべきと考えて
いるかを論じた。

にんぷろ科挙班07年
度第1回研究集会 科
挙制度から見た寧波
士人社会の形成と展
開（於早稲田大学文
学学術院）

所属学会 東洋史研究会、東方学会、内陸アジア史学会、宋代史研究会、日本道教学会（理
事）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

日本歴史学協会委員（学会選出、2003年度から）、本学主催文化講座講演２回、その他の市民講座
1回

1979年３月京都大学大学院文学研究科東洋史学専攻博士課程単位取得満期退学

文学修士

東洋史（中国近世社会文化史）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

文学研究科長（2006年度から）、大学評価委員長（2005年10月から）

研究課題 石刻史料を用いての宋元社会文化史の研究

NEWSLETTER『13、14世紀東アジア史料通信』の編集（今年度１回発行）。平成17年度～19年度科学
研究費特定領域研究Ａ「東アジアの海域交流と日本伝統文化の形成」A01-02「中国科挙制度からみ
た寧波士人社会の形成と展開（研究代表者早稲田大学教授近藤一成）」分担研究者。海外調査４回
（蘇州･南京、北京、ソウル、いずれも短期間）

（その他）

1　下鴨の三世四世

（学会発表）

元朝石刻史料研究の
基礎的課題

京都古書研究会30年間の大きな
役割として後継者の養成がある
ことを紹介した。

概　　　　　　　要

平　成　１９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　森田　憲司

取得学位

落語研究会古都家顧問

最終学歴


